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む教総第２１６６号

令和４年２月４日

市内小中学校校長 各位

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

新型コロナウイルス感染者が発生した際のフローチャートの改訂について

このことについて、現在変異株であるオミクロン株が猛威を振るい、教育現場にお

いても新型コロナウイルスに係る新規陽性者が散発的に発生していることから、学校

において新規陽性者が確認された場合の対応につきまして、令和３年５月６日付けむ

教総第３１７号にて通知したフローチャートを別添のとおり改めます。

各学校におかれましては「いつ陽性者が確認されてもおかしくはない」という状況

にあることを再度強く認識し、感染症予防対策を徹底していただいた上で、万が一、

陽性者が確認された場合は別添フロー及び次の事項に基づき対応してくださいますよ

うお願いいたします。

１．濃厚接触者と指定された場合は２週間の出席停止又は出勤困難休暇としておりま

したが、保健所の指示に基づく期間の出席停止又は出勤困難休暇に改めます。

２．臨時休業等については、濃厚接触者等の特定に時間を要し、感染拡大が懸念される場

合のみ、学校全体の臨時休業とし、濃厚接触者等の特定がすぐに行われた場合につい

ては、学級、学年等学校の一部の休業とします。

３．令和３年７月６日付けむ教総第７９７号に基づき、学校で陽性者が確認された場

合、学級の名簿、時間割等を保健所に提供することとなりますので、作成の上、

速やかな対応をお願いいたします。

なお、保健所に提供した資料と同一の資料をメールにて市教育委員会事務局総務

課へ提供をお願いいたします。

４．保護者又は保健所から児童生徒に係る新型コロナウイルス関連の情報を得た場合

は速やかに市教育委員会への報告をお願いいたします。

５．臨時休業等に関しては、感染の状況を踏まえ、市教育委員会が判断することとな

ります。臨時休業等の対応を実施する際の保護者宛て連絡文書につきましては、

市教育委員会が作成いたします。

【担 当】

事務局総務課 総務・学務グループ

電 話 22-1111（内線3110）
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む教総第２１７８号
令 和 ４ 年 ２ 月 ８ 日

小中学校校長各位

むつ市教育委員会
教育長 阿 部 謙 一

（公印省略）

新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえた感染対策について

このことについて、市内の小中学校においても新型コロナウイルス陽性者が発生している状

況にありますので、感染拡大を防止しながら教育活動を継続していくための当面の対策として、

令和4年２月２８日（月）までの間における教育活動につきましては、下記のとおりご対応くださ

るようお願いいたします。

記

１．学校生活における感染対策の徹底
（１）基本的な感染対策の徹底
・身体的距離の確保や手洗い・咳エチケットの励行などを徹底する。
・本人又は家族に発熱や倦怠感、喉の違和感などの風邪症状があり、普段と体調が少し
でも異なる場合には、児童生徒、教職員ともに自宅での静養を徹底させる。
・健康観察票等の活用により、児童生徒の健康状態を把握する。
・クラスをまたいでの活動を原則禁止とする。

（２）給食時の感染対策の徹底
・食事の前後の手洗いの徹底、席の配置の工夫、大声での会話を控える、食事後の歓談
時におけるマスクの着用等の対策を徹底する。
・飲食の場面では感染リスクが高まるとされることから、可能な限り換気等の対策を行う。

２．場面ごとの感染予防対策の徹底
（１）各教科における対策については、これまでの感染対策を徹底するとともに、以下のような

リスクの高い場面においては、実施の可否及び実施方法について慎重に検討すること。
（例）・教室内での授業等において、長時間・近距離で対面形式となるグループワーク、近

距離で一斉に大きな声で話す活動
・音楽における児童生徒が近距離で行う合唱、リコーダーや鍵盤ハーモニカ等
・児童生徒同士が近距離で行う調理実習
・体育、保健体育による児童生徒が密集する運動や近距離で組み合ったり接触した
りする運動など
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（２）学校行事について
・児童生徒が通常の学習活動において接している教職員以外と接する可能性のある学校
行事を原則として禁止とする。
・一日入学については、来校者の体調把握をしっかり行うとともに、1人1人の距離を十分
に取れるような対策を十分に講じた上で、実施可能とする。
（例）体育館等の広い会場で実施する、実施日や実施時間等分散して実施するなど

（３）校外活動について
・児童生徒が通常の学習活動において接している教職員以外と接する可能性のある校外
活動を原則として禁止とする。
（例）職場体験、地域体験、外部講師を招いての講習

３．部活動等及び対外試合について
（１）部活動等について
・部活動等については、原則として禁止とする。
・次の（２）に示す大会に出場する場合は、大会参加メンバーを基本とし、最小限の人数で
活動することができる。その際は、感染対策に十分注意して実施すること。
・スキー等の冬季スポーツについては、選手間の十分な距離を保ち、競技以外の場面にお
いて常にマスクを着用するなど徹底した対策を行った上で実施可能とする。
・外部人材（日常的に指導に当たっている者を除く。）の来校等による直接の指導は原則
禁止とし、必要な場合は、映像配信、オンライン等により実施すること。

（２）対外試合について
・他校との試合（練習試合を含む。）及び合宿（学校単独で行うものを含む。）については、
原則として禁止とする。
・中学校体育連盟等の団体が主催または共催する公式戦のうち、今年度中に開催される
全国大会・東北大会及びそれら上位大会につながる県大会に限り、事前に主催者が講
じる新型コロナウイルス感染防止対策や会場となる地域（都道府県、市町村）の感染状
況及び対応制限等を確認し、慎重に判断した上で参加できることとする。
・また、参加に当たっては、主催者及び事務局の留意事項に従うとともに、万全の感染対策
を講じること。
・スポーツ少年団等の任意の団体については、上記の内容に準じた形（上部の大会に通じ
るような公式戦への参加等）で対応するよう各団体に要請する。
※「中学校体育連盟等の団体」とは、当該連盟、中学校文化連盟及び公益財団法人日
本スポーツ協会に加盟する協会の下部組織を指す。

【参加する際は】
・毎日こまめな健康チェックをし、体調不良の場合は参加しないこと。
・競技（運動）の合間や更衣室では必ずマスクを着用すること。
・声援、指示など大声を出さないこと。
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・公共交通機関利用後やエレベーターといった不特定多数の人と共用する箇所に触れた
場合は、すぐに手洗いまたはアルコール消毒を行うこと。
・更衣室などといった、換気の不十分な場所での長時間の滞在を避けること。
・マスクを外した状態での会話は避けること。
・マスクを外す飲食の場面では、特に注意し、３密にならないよう十分な距離を確保し、場
所等を工夫すること。

【大会終了後は】
・２週間は、毎日検温を行い、健康観察を徹底することとし、体調不良の場合は自宅で療養
し、気にかかる症状等があれば、かかりつけ医（※）に相談し、指示を仰ぐこと。
※かかりつけ医がいない、相談先がわからない場合は、「受診・相談センター」（３１－１８
９１）に相談すること。

・その他、別添青森県通知「部活動の全国・東北大会等参加に当たっての留意事項」別紙
２を参照すること。

以上

【担当】
事務局総務課 総務・学務グループ

TEL 22-1111（内線3110）
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